
色品質ガイド
色品質ガイドでは、プリンタの処理を使用して色出力を調整およびカスタマイズする方法について説明します。

印刷品質メニュー

使用 目的

印刷モード

カラー

白黒のみ

画像を白黒で印刷するかカラーで印刷するかを指定します。

メモ：

• 工場出荷時は［カラー］に設定されています。

• プリンタドライバの設定がこの設定に優先します。

カラー補正

自動

オフ

手差し

印刷されたページの色を調整します。

メモ：

• 工場出荷時は［自動］に設定されています。この設定では、印刷されたページ上の各オブジェクトに対し
て異なる色変換テーブルが適用されます

• ［オフ］ではカラー補正がオフになります。

• ［手動］を選択した場合、［手動カラー］メニューにて色変換テーブルをカスタマイズすることができます。

• 色の加減算の結果が異なるため、コンピュータ画面上の色と印刷されたページ上の色は完全には一
致しません。

印刷解像度

1200 dpi
4800 CQ

dpi または色品質（CQ）で印刷出力の解像度を指定します。

メモ： 工場出荷時は 4800 CQ に設定されています。

トナーの濃さ

1～5
出力を薄く（または濃く）します。

メモ：

• 工場出荷時は 4 に設定されています。

• 値を小さくすると、トナーを節約することができます。

細かい線を強調

オン

オフ

建築図面や地図、電気回路図、フローチャートなどに適した印刷モードを設定します。

メモ：

• 工場出荷時は［オフ］に設定されています。

• 内蔵 WEB サーバー(EWS) から ［細かい線を強調］を設定するには、Web ブラウザのアドレスフィー
ルドに、ネットワークプリンタの IP アドレスを入力します。

• ソフトウェアからこのオプションを設定できます。

Windows の場合

［ファイル］ > ［印刷］をクリックしてから、［プロパティ］、［基本設定］、［オプション］、［セットアップ］のいず
れかをクリックします。

Macintosh の場合

［ファイル］ > ［印刷］を選択してから、印刷ダイアログとポップアップメニューにて設定を変更します。

カラートナー節約

オン

オフ

グラフィックスや画像の印刷に使用するトナーの量を減らします。文字の印刷に使用するトナーの量は減り
ません。

メモ：

• 工場出荷時は［オフ］に設定されています。

• ［オン］を選択すると、この設定が［トナーの濃さ］の設定に優先します。

RGB 明るさ

-6 ～ 6
明るくするか暗くして、印刷出力を調節します。出力を明るくすると、トナーを節約できます。

メモ： 工場出荷時は 0 に設定されています。
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使用 目的

RGB コントラスト

0～5
印刷物のコントラストを調整します。

メモ： 工場出荷時は 0 に設定されています。

RGB 彩度

0～5
カラー出力の彩度を調節します。

メモ： 工場出荷時は 0 に設定されています。

カラーバランス

シアン

-5 ～ 5
マゼンタ

-5 ～ 5
イエロー

-5 ～ 5
ブラック

-5 ～ 5
標準設定に戻す

各色のトナー使用量を増減させて、印刷出力の色を調整します。

メモ： 工場出荷時は 0 に設定されています。

カラーサンプル

sRGB 画面

sRGB 鮮明

画面 — トゥルーブラック

鮮明

オフ — RGB
US CMYK
ユーロ CMYK
鮮明 CMYK
オフ — CMYK

プリンタで使用されている RGB/CMYK の各種色変換テーブルのサンプルページを印刷します。

メモ：

• ユーザーが選択したサンプルが印刷されます。

• カラーサンプルには、RGB または CMYK の値とともに、色見本のボックスが表示されます。目的の印
刷出力において RGB と CMYK のどちらが適しているかを判断するのに役立ちます。

• 内蔵 WEB サーバー(EWS) からカラーサンプルページの全一覧にアクセスするには、Web ブラウザ
のアドレスフィールドに、ネットワークプリンタの IP アドレスを入力します。

手動カラー

RGB イメージ

RGB 文字

RGB グラフィックス

RGB の色変換をカスタマイズします。

以下のオプションから選択します。

鮮明

sRGB 画面

画面 — トゥルーブラック

sRGB 鮮明

オフ

メモ：

• ［RGB イメージ］の工場出荷時設定は［sRGB 画面］になっています。この設定では、コンピュータのデ
ィスプレイに適した色変換テーブルが適用されます。

• ［RGB 文字］ および ［RGB グラフィックス］の工場出荷時設定は［sRGB 鮮明］になっています。これ
は彩度を上げる色表を使用します。この設定は、グラフィックスや文字の業務印刷に適しています。

• ［Vivid］を選択すると、明度と彩度がより高い色変換テーブルが適用されます。

• ［画面 - トゥルーブラック］を選択すると、ブラックトナーのみでグレーの中間色を表現する色変換テーブ
ルが適用されます。

• ［オフ］では色変換がオフになります。
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使用 目的

手動カラー（続き）

CMYK イメージ

CMYK 文字

CMYK グラフィックス

CMYK の色変換をカスタマイズします。

以下のオプションから選択します。

US CMYK
ユーロ CMYK
鮮明 CMYK
オフ

メモ：

• 工場出荷時設定は［US CMYK］になっています。［US CMYK］では、SWOP カラー出力に近い色を作
成する色変換テーブルが適用されます。

• 米国以外の国の工場出荷時設定は［ユーロ CMYK］になっています。［ユーロ CMYK］では、
Euroscale カラー出力に近い色を作成する色変換テーブルが適用されます。

• ［鮮明 CMYK］を選択すると、［US］ より彩度の高い色変換テーブルが適用されます。

• ［オフ］では色変換がオフになります。

スポット色交換 指定した CMYK 値を、名前付きのスポット色に割り当てます。

メモ： このメニューは、内蔵 Web サーバーでのみ表示されます。

カラー調整 色変換テーブルを再校正し、出力における色偏差を補正します。

メモ：

• このメニューを選択すると、カラー調整が開始されます。カラー調整中は、完了するまで、ディスプレイ
に カラー調整中 と表示されます。

• プリンタ周囲の変化しやすい環境（部屋の温度や湿度など）によって、出力の色偏差が引き起こされる
場合があります。そのような場合に、プリンタのアルゴリズムによってカラー調整することができます。
また、カラー調整を実行すると、カラーアライメントが再校正されます。

カラー印刷についてのよくある質問

RGB カラーとは？

赤、緑、および青の光は、さまざまな割合で重ねると自然界で見られる幅広い色を作ることができます。例えば、赤と緑を組
み合わせて黄色を作ることができます。テレビやコンピュータのモニターの色はこのように作ります。RGB カラーは、ある色
を作るのに必要な赤、緑、または青色の割合を示すことによって色を表現する方法です。

CMYK カラーとは？

シアン、マゼンタ、黄色、および黒のインクまたはトナーは、さまざまな割合で印刷すると自然界で見られる幅広い色を作る
ことができます。例えば、シアンと黄色を組み合わせて緑色を作ることができます。印刷機、インクジェットプリンタ、およびカ
ラーレーザープリンタの色はこのように作ります。CMYK カラーは、特定の色を再現するのに必要なシアン、マゼンタ、黄
色、および黒の割合を示すことによって色を表現する方法です。

印刷される文書の色はどのように指定されるのですか？

一般的に、ソフトウェアアプリケーションが RGB または CMYK カラーの組み合わせを使用して文書の色を指定します。さ
らに、通常は文書中のオブジェクトの色をそれぞれ自分で修正することもできます。詳細については、オペレーティングシス
テムのヘルプ情報を参照してください。

プリンタは印刷する色をどのように認識するのですか？

印刷時に、それぞれのオブジェクトのタイプおよび色を説明する情報がプリンタに送信されます。この色情報は色変換表に
かけられ、この希望の色を作るのに必要なシアン、マゼンタ、黄色、および黒のトナーの量が算出されます。オブジェクトタ
イプの情報に従い、オブジェクトのタイプごとに異なる色変換表を使用します。例えば、文字には 1 種類の色変換表を適用
し、写真イメージには別の色変換表を適用することができます。
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手動カラー調節とは？

手動カラー調節が有効である場合、プリンタはユーザーが選択した色変換表を使用して、オブジェクトを処理します。ただ
し、［カラー調節］を［手動］に設定する必要があります。このようにしない場合、ユーザー定義の色変換表が実装されませ
ん。手動カラー調節設定は、印刷中のオブジェクトのタイプ（テキスト、グラフィックス、または画像）と、ソフトウェアプログラ
ムでオブジェクトの色を指定する方法（RGB または CMYK の組み合わせ）に固有です。

メモ：

• ［手動カラー調節］は、ソフトウェアアプリケーションが RGB または CMYK の組み合わせで色を指定しない場合は有
用ではありません。ソフトウェアアプリケーションまたはコンピュータのオペレーティングシステムで色の調整を行う場
合も効果はありません。

• ［自動カラー調節］が選択されると、色変換表によって、ほとんどのドキュメントで使用される優先色が生成されます。

色変換表を手動で適用するには、次の手順を実行します。

1 プリンタコントロールパネルの［印刷品質］メニューで、［カラー調節］を選択し、［手動］を選択します。

2 プリンタコントロールパネルの［印刷品質］メニューで、［手動カラー］を選択し、影響するオブジェクトタイプの該当する色
変換表を選択します。

オブジェクトタイプ 色変換表

RGB イメージ

RGB テキスト

RGB グラフィックス

• 鮮明—より明るい彩度の色を生成し、すべての受信するカラー形式に適用できます。

• sRGB 表示—コンピュータモニタに合った色を生成します。

メモ： 写真印刷の黒のトナーの使用が最適化されます。

• 表示—True Black—コンピュータモニタに合った色を生成します。黒のトナーのみを使用し、すべてのレ
ベルで中立的なグレーを作成します。

• sRGB 鮮明［カラー調節］

メモ： 黒トナーの使用が最適化されます。

• オフ—カラー調節されません。

CMYK イメージ

CMYK テキスト

CMYK グラフィックス

• US CMYK—SWOP (Specifications for Web Offset Publishing) 色出力の近似値に補正します。

• ユーロ CMYK—EuroScale 色出力の近似値に補正します。

• 鮮明 CMYK—［US CMYK］ より彩度の高い色変換テーブルが適用されます。

• オフ—カラー調節されません。

特殊な色（企業のロゴなど）はどのように合わせますか？

［9 種類の色サンプル］セットは、プリンタコントロールパネルの［印刷品質］メニューから使用できます。これらは内蔵 WEB
サーバーのカラーサンプルページにあります。カラーサンプルのいずれかを選択すると、数百のカラーボックスが複数ペー
ジに印刷されます。選択した表に応じて、CMYK または RGB の組み合わせが各ボックスに配置されています。ボックスに
表示された CMYK または RGB の組み合わせを選択した色変換表に通すと各ボックスの実際の色が得られます。

カラーサンプルページを確認して、希望の色に最も近い色のボックスを特定できます。次に、ボックスに表示される色の組
み合わせを使用して、ソフトウェアアプリケーションでオブジェクトの色を修正できます。詳細については、オペレーティング
システムのヘルプ情報を参照してください。

メモ： ［手動カラー調節］は特殊なオブジェクトに対して色変換表を選択し利用する際に必要です。

特殊な色の色合わせにどの［カラーサンプル］ページを使用するかは、使用している［カラー調節］の設定、印刷するオブジ
ェクトの種類、およびソフトウェアアプリケーションでのオブジェクトの色の指定方法によって異なります。［カラー調節］が［オ
フ］に設定されていると、その色は印刷ジョブのデータをベースにし、色変換は実行されません。

メモ： ［カラーサンプル］ページは、ソフトウェアアプリケーションが RGB または CMYK の組み合わせで色を指定しない場
合は有用ではありません。また、ソフトウェアアプリケーションまたはコンピュータのオペレーティングシステムが、カラー管
理を通してアプリケーションに指定された RGB または CMYK の組み合わせを調整する場合もあります。その結果印刷さ
れた色が［カラーサンプル］ページと厳密には合わない場合があります。
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［詳細カラーサンプル］とは何ですか。どのようにアクセスしますか。

［詳細カラーサンプル］セットは、ネットワークプリンタの内蔵 Web サーバーでのみ使用できます。［詳細カラーサンプル］セ
ットには、ユーザー定義の RGB や CMYK 値に近いさまざまな色調があります。セットの色の類似性は、［RGB または
CMYK 増分］ボックスに入力した値によって異なります。

内蔵 Web サーバーから［詳細カラーサンプル］セットにアクセスするには、次の手順を実行します。

1 Web ブラウザを開き、アドレスフィールドにプリンタの IP アドレスを入力します。

メモ： IP アドレスまたはプリンタ名がわからない場合は、次の手順を実行します。

• プリンタのホーム画面または［ネットワーク/ポート］メニューの［TCP/IP］セクションの情報を確認します。

• ネットワーク設定ページまたはメニュー設定ページを印刷し、［TCP/IP］セクションで情報を見つけます。

2 ［構成設定メニュー］ > ［カラーサンプル］ > ［詳細オプション］をクリックします。

3 色変換表を選択します。

4 RGB または CMYK 色番号を指定します。

5 1 ～ 255 の範囲の増分値を入力します。

メモ： 値が 1 に近いほど、カラーサンプル範囲が狭く表示されます。

6 ［印刷］をクリックします。

色品質ガイド
5 / 5 ページ


	色品質ガイド
	印刷品質メニュー
	カラー印刷についてのよくある質問



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends false
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /ENU ()
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


